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波大学基礎液学系病理場

アミラーゼ議生結婚において総籍組織のアミラーゼ議生能

を rtf接的;こ説明する ~lïは i抵欝:である.組織番手議抗体j去による
手前理学的診樹{ま有用だが特異!立が高くない.我々は務中の左

下郷静紙， J二大静紙"総骨勤続からのi弘済アミラーゼ議ll~ミが産

生能の賂在診断1.こ有用であった 1併を経験したので報告す

る.症例は 58義男性:. I房jf象!軒見と経気管支純生検から;を S6
の非小細胞純議 (c'r2NIMO)と診断した.入院時;こi瑳法線、取

様{立の高アミラーゼ1Ut抜 (1255IU/l)を認め.路線とi喰波線を

精査したが異常なく.除外診断的にアミラーゼ産生紡織を

縫った.左締金fl著者:jの街中，穿刺iこてi奇特iこ採血した血液で
U:. li:川市静紙のj鬼清アミラーゼfili(2;均110/1)は上大静脈
(912IU/l)や機管勤厳 (9931む/1)より潟鎖だった.この結束-

から，島li癌組織がアミラ…ゼ産生能を有すると診断した.街後
に血液アミラーゼ{痕i主義準穏に廃った.病理学的診損rl主役分
化:凝総指で，銃入場液綴アミラ…ゼ抗体を用いた組織探索:tk
i本法では騨務総織と ~m)の非騒謀総織に陽性だった.m見を

総合してアミラーゼ窓生腕j癒と診断した.都中掠i担による盛i

j奇アミラーゼ溺定は締役な方法であり，アミラーゼ産生詑の

局在を臨床的;こ診断するのに有用だった.


